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現代の労働
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されて低賃金であることが当然視されている。
男は外で公的産業セクションでの労働を通して経済活動に参加し，女は家庭内で支払
われることのない依存労働やケア労働に従事するという分業の体制は，労働の形態が変
化したポストモダン段階でも残存している。というより，形を変えて抑圧や格差の正当
化に利用されている。家庭内で女性が分担していた依存労働やケア労働は，女性の社会
進出，すなわち公的セクションにおけるそれまで男性が独占していた労働現場への進出
により社会化，外部化され産業化されることになった。つまり，ケアや介護，保育など
の福祉産業は，専門職化，資格化の努力もかかわらず，もともと無料の家庭内労働で
あったことに起因して相変わらず低賃金で威信のない状態に置き去られているのである。
サービス労働にしても同様に女性的なやさしさ，華やかさなどが重要なポイントであり，
サービス提供の技術ばかりでなく笑顔までもがマニュアル化された労働として誰もがで
きる比較的価値の低い，低賃金労働として扱われ続けている。
この困難な現代において我々はどのような研究へ進めばよいのだろうか。サービス労
働や福祉労働における労働のジェンダー化を阻止するような方策を求める研究か，現代
の資本主義に対する革命理論を構築するのか，この労働世界からの逸脱する手立てを考
えるのか，現代の産業状況でより有利なポジションを得るための研究をするのか，ある
いはこうした労働から距離のある地方における農業林業漁業などに関する研究を行うの
か，いずれにしても依存労働者やサービス労働者といった低賃金にあえぎ自分に誇りを
持てない状況に押し込められている人々の解放のための研究がなされなければならない。
1960年代から70年代の世界の労働者・市民・学生が疎外と公害のモダンを批判し拒否し
たように，我々は今を批判し，未来を構想する力をもたなければならない。
